
大学・短期大学・高等専門学校（第４学年以上）・専修学校（専門課程）
在学中に、給付奨学金を希望する皆さんへ

給付奨学金案内
（スカラネット入力下書き用紙在中）

在学採用

・この冊子では、2020年度から実施される新しい給付奨学金制度について、現在在学する学校を
通じて行う在学採用の申込手続きを中心に説明しています。
・この冊子を読んで給付奨学金についてよく理解したうえで、申込手続きを進めてください。

（2020年度給付奨学金在学採用）

2020年度在学者用



2020年度給付奨学金案内（在学採用）2

知っておいてほしいポイント
給付奨学金制度の趣旨

給付奨学生としての自覚

支給額の見直し

対象となる学校

2019年度以前から受給の給付奨学金の取扱い

給付奨学金受給中の第一種奨学金の貸与月額

マイナンバーは、直接日本学生支援機構に提出します

※授業料等の減免

給付奨学金と併せて貸与奨学金の申込みを希望する人へ

１回のスカラネットの入力
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目　次

本冊子の用語
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　本冊子で説明している内容をピックアップしました。

●申込みから支給・支援終了までの流れ

給付奨学金案内　ダイジェスト
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　1　 募集時期

　2　 対象機関（確認大学等）

 第Ⅰ部  募集要項等
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　3　 支給金額
（1）一般の課程

月額 原則として毎月

（2）通信教育課程

年額 年１回
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<参考>　給付奨学金受給中の第一種奨学金の貸与月額
第一種奨学金の貸与を受けている人は、現在の月額から減額又は増額されることがあるので注意してくださ

い
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　4　 支給方法

【取扱い金融機関】

【奨学金振込日】

　5　 支給対象者の要件（基準）
2020年度に支給対象校に在学している （1） （3） いずれにも該当する人

（1）学業成績等に係る基準
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【適格認定における学業成績の基準】

（2）家計に係る基準
① 収入・所得の上限額の目安
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②　収入基準・資産基準

【収入基準】

あなた（申込者本人）に所得がある場合
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　選考に必要な情報をマイナンバーで取得できない生計維持者

ア．2019年１月１日時点で、国内に居住していない生計維持者がいる場合

イ．海外赴任や病気等によりマイナンバー関係書類の提出ができない場合

【資産基準】
（基準額以上の場合は、支

給対象となりません）。

＜参考＞　【収入と資産について（イメージ）】
（c）

４６１

３９５

２９５

２，０００
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③ 生計維持者の考え方
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（3）その他の要件

① 大学等への入学時期等に関する要件

Ａ　高等学校等（※１）を初めて卒業（修了）した日の属する年度の翌年度の末日から大学等へ入学した
日（※２）までの期間が２年を経過していない人

修了等した後１年以内

学士を取得した後に、学士入学や学士編入学をした場合は、支給の対象とはなりません。

高等学校等

Ｂ　高等学校卒業程度認定試験（以下「認定試験」といいます。）の受験資格を取得した年度（16歳とな
る年度）の初日から認定試験に合格した日の属する年度の末日までの期間が５年を経過していない人（５
年を経過していても、毎年度認定試験を受験していた人は含みます）で、かつ認定試験に合格した日の属
する年度の翌年度の末日から大学等へ入学した日までの期間が２年を経過していない人
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Ｃ　以下のａ～ｃのいずれかに該当する人（その他、外国の学校教育の課程を修了した人など）

ａ 　学校教育法施行規則第150条に該当する高等学校等を卒業した人と同等以上の学力があると認め
られる以下のいずれかに該当する者として入学した人であって、それに該当することとなった日の
属する年度の翌年度の末日から、大学等へ入学した日までの期間が２年を経過していない人

ｂ 　学校教育法施行規則第150条又は第183条に規定する以下のいずれかに該当する者として入学した
人であって、高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）に在学しなく
なった日の翌年度の末日から、大学等へ入学した日までの期間が２年を経過していない人

ｃ 　学校教育法施行規則第150条又は第183条に規定する以下のいずれかに該当する者として入学した
人であって、入学した日が20歳に達した日の属する年度の翌年度の末日までのもの
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②　在留資格等に関する要件（日本国籍でない場合）
在留資格等

在留カード
特別永住者証明書
住民票の写し
在留資格・在留期間が明記

上記以外 支給の対象となりません

3
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　1　 申込みの流れ

（1）申込関係書類の受け取り、「給付奨学金確認書」を作成

（2）「スカラネット入力下書き用紙」の記入、提出書類の作成・取得

（3）申込書類を学校へ提出

（4）識別番号の確認

（5）スカラネットでの申込入力

（6）スカラネット入力完了

（7）マイナンバーの送付
１週間以内

【申込手続き完了】

1

 第Ⅱ部  申込手順等
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　2　 必要書類と提出先の確認

日本学生支
援機構
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　3　 スカラネットからの申込情報の入力

１画面あたり30分

受付番号（「8桁―3桁―5桁」の計16桁の番号）
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　4　 スカラネット入力に関する注意事項

（1）入力の流れ
①　申込入力用ホームページ

（2）文字入力
①　使用不可な文字

②　文字数の制限（本人氏名欄、生計維持者欄）
５文字 15文字

入力可能時間

スカラネットの動作環境
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　5　 マイナンバー関係書類の提出
「マイナンバー提出書のセット」

（1） （3）
１週間以内

直接機構へ、郵便局の窓口から簡易書留により郵送

（1）マイナンバー提出書

（2）番号確認書類

（3）身元確認書類

１点のみで有効

２点が必要

貸与奨学金と併せて申し込む場合も １部

それぞれ１点の番号確認書類が必要です
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1．「自宅外通学であることの証明書類」の提出［自宅外選択者のみ］

2．「誓約書」の提出

3．適格認定（家計）

4．適格認定（学業成績等）

5．在籍報告

 第Ⅲ部  採用後の手続き
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＜参考資料＞授業料等の減免について

１．申請時期

２．対象校

３．減免額（年額）

 Ⅰ  申請から認定まで
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４．支援対象者の要件（基準）

５．申請手順等

１．適格認定（家計）

２．適格認定（学業等）

３．継続願の提出

 Ⅱ  認定後の手続き



おぼえ書き


